
Title 我国に於ける物価騰貴の根本的原因は何ぞや
Sub Title
Author 高城, 仙次郎

Publisher 三田学会
Publication year 1912

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.6, No.3 (1912. 7) ,p.505(125)- 544(164) 
JaLC DOI 10.14991/001.19120700-0125
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19120700-

0125

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


,
 

.
 

.

我
國

ic
於
け
る
物
價
騰
貴
の
根
本
的
原
因
^
何
ぞ
冷

高
城
仙
次
、

郎

,緖
言

1ー、個
々
物
價
と
一
般
物
價
と
の
區
別

 

.
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原
因

四、我
國

R
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け
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貴
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事
實
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價
騰
貴
の
原
因

六、通
貨
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循
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速
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の

..：
谞
如
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の
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加
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因
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に
.
す
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責
任

十
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騰
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防
止
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;

一
、緖

。
言

晛
今
我
國
の
み

*な
ら
ず
世
界
各
國
の
經
濟
界
に
於
て
最
？
緊
要

な
.
る

問
題
と
は
物
價
騰
貴 

に
外
な
ら
ぎ
る
は
嘿
々
す
る
の
要
な
き
所
に
し
て

#

國
の
經
濟
學
者
は
皆
此
問
題
を
拼
究
し
、
 

#

騰
貴
の
原
因
を
明

.か
に
せ
ん
と
努
め
届
る
、

S

如
し
。
我
國
の
經
濟
學
者
名
亦
我
國
に
於
け

我
國
に
於
け
る
物
填
瞻
貝
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ

. 

：

五
o
五
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我

國

亿

於

け

る

物

價

騰

貴

の

根

本

酌

原

因

は

何

ぞ

ゲ

'五
。
六

る、物
價
騰
貴
の
硏
究

ip

忙
は
し

.く

、

旣
に
其
の
說
を
發
表
せ
ち
れ

f

c

る
者
尠
於
ら
次
る
な

6

。
 

If
f

し
.て 

一
ニ
の
例
外
あ

'O

と
す
る

$

、槪
し
て
皆
現

.

今
我
國

ic

於
け
る
物
價
騰
貴
の
原
因
を
桀 

ぐ

る
に
好
暗

.

示
を
•

與
へ
次
る
？
の
な
き
が
如
し
。
唯
吾
：人
の
遺
®
に
思
ふ
は
各
大
家
の
挤
究 

於
餘
6

に
理
論
的
に
し
て
且
つ
局
部
的
な
る
と
也
。
抑
；̂
物
價
變
動
の
問
題
は
頗
る
钹
雜
な 

る
名
の
に
し
て
、各
方
面
の
事
情
を
講
究

.

し
、之
を
綜
合
し
以
て
最
後
の
斷
案
を
下
す
こ
と
は
到 

底
.一

個
人
の
爲
し
能
ふ

.

所
に
非

^

る
な
6

。
叉
爲
し
能
ふ
と
す
る
名
、他
の
諭
客
を
し
て
滿
足 

せ
し
む
る
に
足
る
斷
案
を
下
し
得
る
者

«

し
一
入

^P

あ
ら
^

る
べ
し
。
然

6

と
雖
名
、物
價
の 

變
fj

を
論
す
る
に
當

6

て
、吾
人
は
其
變
動
の
原
因
中
に
：て
最

$

重
要
な

6

と
思
1|

さ
る
る

；
^
 

.

の
を
選
び
、純
理
と
實
際
の
兩
方

.

面
ょ
/

ノ
之
を
硏
鐵
し
て
、合
理
的
の
說
明

i

斷
案
と
を
下
さ

^
 

る
ベ
か
ら

^

.

る
也
。
是

.
れ
予
、が
自
己
の
寡
聞
短
才
を
顧
み

^

し
て
、聊
か
左
に
物
價
騰
貴
の

¥, 

因
に
關
す
る
挤
究
の
一
端
を
開
陳
し
先
輩
の
叱
正
を
仰
が
ん
と
欲
す
る
所
以
？
，

0
。

猶
ほ
玆
に

一

言
し
置
き
度
き
は
我
國
に
於
け
る
务
種
の

統
計
は
甚
龙

不
売
全
に
し
で
、予
は 

F*
究
中

&

々
其
の
方

a

を
變

S

す
る
を
餘
儀

//
'
く

せ
ら
れ
漸
や

く

集
收
し

^
,る
麗
少

0
统

-̂
1
'
 

は
甚
だ
不
滿
足
な
る
名
の

に

し

て
、予

.自
身
常

:̂
隔
靴
搔
，輝
の
感
、ゼ

有

し

杧

な

1

ば

»-
-
'者
：

-
-
I
t 

_

«>

マム
 

*
„
*
l

J-
-i

/グS-
V 

V

は

「

廢
其
不
備
を
感
せ
ら
る
、
な
ら
ん
。

3

れ
ど
貧
顯
な

6

と
雖
名
、大
體
に
於
<
本
篇
に
用 

ゆ
る
統
計
は
本
篇
の
主
張
を
或
程
度
迄
支
持
し
得
る

$

の
と
信
ず
。

' .

若
し
讀
者
諸
君
に
し

< 

勞
を
惜

★

岁
し
て
、此
問
題
の
研
究
上
必
耍
な
る
統
計
に
付
き
高
敎
を
誰
れ
玉
は
ば
、筆
漭
の
幸 

福
之
に
過
ぎ
る
名
の
あ
ら

^

る
也
。

さ
れ

.ど
本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
、予

K

次
に
物
價
變
動
の
法
則
を
筒
單
に
說
ゆ
す
る
こ
と
と 

せ
6
。
是
れ
事
實
を
理
論
の
方
面
ょ

6
.挤
究
せ
ん
と
欲
す
る
若
は
自
己
の
立
脚
地
を
明
白
に 

爲
し
置
く
必
要
あ
ろ
と

“信
i
btt
れ

'W
な
ろ
。 

,

ニ
、
値
々
物
價
と
一
般
物
價
と
の
區
別

 

•

由
來
各
國
の
經
濟
學
者
舣
物
價
の
變
動
を
論
ず
る
に
當
て
、動
ぞ
す
れ
ば
各
貨
物
の
價
格
と 

扩
«0

00
¥0
#:
°

と
を
浪
同
す
る
の
傾
き

^

6
。
S

し
物
價
の
平
準
の
向
下
す
る
と
き
は
、必
ず
や 

或
圈
の
貨
物

0

價
格
下
落
し
、之
に
反
し
て
物
價
平
準
の
鑛
脑
す
る
と
き
は
、必
ず
或
種
の
貨
物 

の
賀
格
は
繫
貴
す
べ
し
。
然

6

と
雖
名
、之
を
以
て
直
ち

.

に
個
々
の
物
價
と
一
般

#

價
と
»
同 

一
.物
な
6

.

と
云
ふ
能
は

f
O

る
な

0
O

各
'
貨
物
の
價
格

.
は
其
貨
物
と
通
貨

(

註)

と
の
交
換
比
例
な
へ
る
と
同
賭
に
一
般
物

*

卽
ち
#
價

我
國
に
於
け
る
物
纏
食
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ
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我
國
に
於
け
る
物
憤_貴
の
根
本i

因
は
何
；

v

や 

. 

五
.
0
.
1

の
平
準
は
各

®

貨
物
と
通
貨
と
の
交
換
比
例
な
み
を
以
て
、此
點
に
於
て
は
、

®

々
物
賈

と

一
般 

物
價
は
其
性

‘質
を
.
同
ヒ
ふ
す
る
於
如
く
見
，ゆ
る
な

6

。
然
れ
ど
？
一
 

般
物
價
は
各
種
®
物
の 

總
量
と
、
通
貨
と

の
比
.例
な
..るを
以

て
、
個
々
物
價
の
平
均
數
に
外
な

ら
ざ
る
な
6

0
-
此
の
兩
考 

の
關
係
は
恰
名
特

' 

校
.
の
各
卒
業
生
の
年
齡
と
卒
_
生
全
數
の
平
均
年
齢
と
の
間
の
關 

係
の
如
し
。

さ
れ
ば
、各
貨
物

.
の
價
格

&
 

二
倍
せ
ば
、物
價
平
準
，

P
'

亦
二
倍
す
ベ
く
、各
貨
物
の
價
格
半
減
せ

ば
物
價
の
平
準
？
半
減
す
べ
し
。
然

6

と
雖
？
、假
令
物
價
の
平
準
舻
ニ
倍
す
る

i

名
各
貨
物

の
價
格
は
必
岁
し
名
二
倍
す
ベ
き
ぁ
の
に
非

^

、否
二
倍
す
る
、於
如
き
こ
と
は
想
像
し
能
は
次

る
也
‘

貨
物
の
一
部
の
價
格
は
疋
さ
に
ニ
倍
す
る
こ
と
あ
ら
ん
名
^
部
の
僅
格
は
二
倍
す
る

名
の
に
非
岁
し
て
、其
中
數
種
の
貨
物
の
價
格
は
三
倍
若
し

く

.

は
三
倍
以
上
に
昇
る

c
i 

S

あ

る
ベ
く
、又
他
の
數
種
の
貨
物
の
價
格
は
單

1C

ニ
三
割
の
騰
貴
を
見
る
の
み
に

|
て、中
に
は
却
つ

て
數
割
方
下
落
し
把
る

S

の
g

あ
ろ
得
べ
し
。

•
要
す
る

1C
.
物
價
平
準
於
十
割
上
騰
せ

6

と

せ

ば
是
.は
各
貨
物
の
、價
格
の
平
均
好
上
騰
せ
し
己

i

に
て
、各
貨
物
は

.悉
ぐ
.騰
貴
し

tc

る
.に
は
非 

f
o

る
な
ろ
。I叉

物
價

0

卒
準
が
下
落
せ
し
と
き

:̂
.同
'1̂

現
象
を
生
ず
。

'
:

©
ち
物
償
の
平

•
準
が
半
減
せ

〜

 

と
す
る
各
货
物
の
價
格
,
悉
く
半
減
せ
少
し
て
其
中
の
一
部
は
五
割
以
上
の
下
落
を
兄
る 

と
同
脖
に
他
の
下
落
は
二
三
割
に
止
ま
る
こ
と
名
あ
る
べ
く
、中
に
は
却
•つ
て
騰
貴
せ
し
名
の 

名
あ
6

ぬ
べ
し
。 

，

3

れ
ば
、物
價
平
準
其
物
に
何
等
の
變
動
な
き
名

#

貨
物
の
價
格
に
變
動
，を
來
す
こ
と
あ
，ク 

得
べ
し
。
卽
ち
一
部
の
貨
物
の
價
格
於
五
割
騰
貴
せ
る
，

P
®

の
貨
物
の
價
格
に
し
て
下
落
せ 

ば
、其
平
均
卽
ち
物
價
の
平
準
に
何
等
の
影
響
を
與
へ
次
る
こ

i

あ
る
べ
し
。
 

.

詁
，
玆
亿
通
貨
と
稱
す
る
は
正
貨
、紙幣
の
み
な
ち
ず
、當
座
预
金
を

*
含
有
す
。
本
篇
に
て
は
正
貨
と
概
幣
と 

は
合
し
て
赏
幣
と
名

<

0
當
座
预
金
を
通
货
と
呼
ぶ
は
不
當
な
ら
ん
*、物價
と
の
關
係
上
正
貨
及
び
紙 

幣
と

«
性
質
に
類
似

.せ

.る
所

^
る
を
以

.て
假
リ
に
此
語
を
用
ゆ
。

三
、
物
價
變
動
の
原
因

前

®

に
指
摘
せ
る
如
く
物
價
に
各
貨
物
の
價
格
と
一
般
物
價
の
二
種
あ
る
を
以
て
、物
價
の 

變
動
を
論
步
る
に
當

6

て
、吾
人
は
兩
者
を
區
別
し

V

之
，を
研
究
せ
次
る
ベ
や
ら
す
。

吾
人
は 

先
づ
一
般

'物
價
ょ
ら
始
む
べ
し
。

 

• —

,

.
我
國
に
.於
け
る
物
價
騰
貴
の
根
木
的
原
因
ば
何
ぞ
や
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我
國
に
於
け
る
物®

貴
の
根
本
的
原
因
は
何
}

V

や 

i
l
'
p

C

1
般
物
偎
は
前
項

.
に
$

云
へ
如
く
各
貨
物
の
物
價

Q
'

平
均
を
指
す

S

の
に
し
て
、叱

 

一
S

物 

價
の
.■高

低
を
比
較
す

.る

と

き
@
人
は
通
例
或
る
年
の

平

•̂
物
價
を

百

と
し
、其
の
以
後
の
年
に 

»
け
る

平

均

物
ft
を

；百

分

比
例
に

て

基
年
の

一
般
物
價

と

對
照
せ
し
む
る

を

常

と
爲
す

は

讀 

者
の
旣
に
知
れ
る
所
也
。

^

ら
ば
、此
の
物
價
平
準
を
し
て
滕
々
刻
々
變
動
せ
し
む
る

g

の
は 

何
ぞ
や
。
前
項
に

$

指
摘
せ

る

抓
如
く
ニ
般
物
價

«

應

貲

と

各

種

の
货
物
と
の
交
換

比

例

な
 

ス' 
を
以
て
、此
兩
者
卽
ち

(

甲)
通
貨
、(

乙)

其
通
貨

Q

循
環
速
度
、併
に

(

丙
f

物
の
總
量
、

(

丁)

貨
物
の
寶
買 

度
數
.の
中

1

若
し
く
は
數
個
の
變
動
に
因

6

て
、
一
般
物
價
に
變
動
を
生
岁
る

g

の

な
6

0

置 

貨
i

貨
物
と
の
關
係
を
以
て
電
車
と

乗

客

と

の
關
係
に
比
較
す
れ
ば
、通
貨
數
量
は
或
る
特
定 

の
市
の
電

^

數
に
し

V

、其

-0
傭
環
速
度
は
電
車
.の
運
轉
度
數
に
譬

ふ

ベ

く

、«

物
の
總
量
は
其 

市
の
住
民
の
總
數
に
し
て
、其
の
寶
買
度
數

は

住
民
の
乘
車
數
度
に
比
す
ベ

し

，

今
假

6

に

其 

市
に
於

W

る
電
卑
の
數
は
貳
拾
に
し
て
、其
の
平
均
運
轉
度
數
を

. 

一.■
日
間
.五
と
定
め
、其
の
住
民 

の
數
を
千
と
爲
し
、平
均
乘
車
度
數
を
一
日
間
贰
と
せ
ん
於
、電
車
運
轉
處
數
の
.總
數
卽
ち
百
を 

以V、

乘
車
度
數
の
合
則
卽
も

«

千
を
除
す
れ
ば
、

«

拾
な
る
數
を
得
ベ

L
.
P
'

換
言
，す
れ

ば
、人
ロ 

II

數
に
對
す
名
各
電
車
の
比
較
的
價
値
は

«

扮
な
6
0
.
.
さ
れ
.ぞ
今
假

\
6
.
e
«.
¥;
:
v
轉

i

し

.

131

て
"

四
拾
と
爲

6

電
荜
の
平
均
運

»

度
數
A'
.tf

、平
均
乘
窣

«,
*

.

に
變
化
無
；
[,
-

i

倉
ん

沪

’人

t
t

に 

對
す
る
镭
車
の
比
例
は
拾
に
減
ず
べ
し
。
之
に
反

し
<

、«

»

の
趣
に
異
動
無
き
ち
平
均
運

#

 

度
牧
w
 

A
,u

と
爲
6

と
せ
ば
、同
一
結
果

.を
生
^

ベ
し
。
又
電
車
及
ぴ
其
の
運
轉
度
數
に
變 

動
な
き
名
、壹
千
の
人
口
®
し
て

*

千
と
爲

6

、平
均
乘
車
度
數
に
變
化
無
し

i

せ
ば
人
口
に

P

 

す
る
電
車
一
臺
の
比
例
は
四
抢
に
増
す
べ
し
。
之
、に
反
し
て
、人
口
に
變
動
無
き
$
、平
均
乘
車 

度
救
狀

ff
i

日
貳
囘
ょ

/

ノ
爾
し
て
四
囘
と
爲

6

1

6

と
せ
ん

&

、m

罕
一
臺
の
人
口
總
數

1C

對
す 

る

比

例

は

ハ

大

張/ノ
四
揞
な

6
。

ぐ

o

通
貨
と
貨
物
と
の
關
係
名

■之
と
同

b
く
、(

甲)

通
貨

"

(

乙)

其
の
循
環
速
度
、

(

丙)

貨
物
、(

丁)

其
の
寶
買
度 

數
の
變
動
に
依

6

て
二
般
物
價
に
變
動
を
生
せ
し

む
る

名
の
な

6
。
此
關
係

^
る

や
頗
る
祓 

«

に
し

V
、

甲
の
み

*

加
し
て
、乙
、丙
、丁
に
何
等

r
Q
.變
.動
無
き

i

き
あ
る
べ

く

、甲
壻
加
し

て
、こ

減 

少
し
、；内
丁
に
何
等
の
變
動
無
く

3 1

甲
減
少

し
、
乙
、丙
增
加
し
て
丁
に
變
動
無

き

と

き
あ
る
べ
し
。
 

叱
各
異
な
れ
る
關
係
は
都
合
八
十
一
あ
る
が
、今
左
に

*.
の
中
童
要
な
る
名
の
の

.み
を
揭
げ
ん
。
 

(

表
中

.
+は
增

•加
を
示
は
減
少
を
指
し
、〇
は
不
動
を
意
一
味
す
る

^>

の
な

6

。

)

我
國
に
於
け
る
物
嗔
騰
貴
の
根
本
的
原
因
鈦
何
ぞ
ゃ

 

五1
i



132
s'l

£

丨] 
:丨

i

!l
•?

' i

1
i

：.g

'I

我
國
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於
け
る
物
憤
勝
只
の
极
木
的
原
因
は
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ゃ

'
 

•

(
S
-
)

通
貨
、

(

乙)

其
の
#

環

速

度

C

内)

貨
物
總
量

〇 o 〇 一 〇 一 〇 〇 〇  + 〇 +

〇0 . 0 0 0+  — 〇 〇 〇

o 〇 十 〇 + 〇 〇 〇 一 〇 一 〇 〇 〇

'、_^
平

、 均
° O o o I

貝

度
數

o  o  +  + 〇 〇 〇 〇

五

-.ニ

般
，物
價

1
-
^
.
1

+
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(

以
下
略
す

)

表
中

(

l
pl
i

を
附
し

^

る
は

&
、
乙
、}

r

丁
の
相
殺
の
爲
め
其
，の

_結
果
不
明
な
る

'が
故
な

6
。
其 

結
果
が
物
價
を
し
て
上

)1
せ
し
む
る

6
將
叉
下
落
せ
し
む

*
S &

は
苹
、乙
、丙
、丁
の
辦
減
の
程
度 

に
依
る
な

6
0

今
、吧
乙

7
N、丁
間
の
關
係
を

.方
程
式
を
以
て
示
せ
ば
左
の
如
し

。
.

X 

X 

•
 

•

51
は 

.

^
 

u

"rl
l

g

滹 

x

 

爺

籂

镩 g

さ
れ
ど
平
均
寶
買
度
數
は
年
々
左
程
の
變
化
ぁ

•
る
3

の
に
非

^

れ
ば
、異
れ
る
ニ
ヶ
年
の
物 

價
平
準
を
比
較
す
る
/;き

 

一
m

之
を
無
視
す
る
こ
と
を
：得
ベ
し

9

文
通
货
に
其
.の
循
環
速
度 

を
乘
b

f<
r

る
名
の
は
通
貨
使
用
高
若
し
く
は
通
貨
使
拂
高
に
し

<

、通
貨
使
用
高
を
分
か
ち
て
、
 

貨
幣
.使
ff
l

高
及
當
座
预
金
使
用
高
と
爲
し

#

ベ
し
。

M

し
て
當
座
预
金
使
用
高
は
小
切
手
振

我
闕
亿
於
け
る
獲
騰
货
の
极
水
的
原
闲
は
何
ぞ
ヤ

 

.五

.ご
ニ
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1
1

我
國
|2
1
於
け
る
物
1

貴
の
根
本
的
原
因
は
河
ぞ
や 

五
一
四

出

高

i

同

額

な

れ

ば

、前

の

方

程

式

を

左

の

，如

く

書

く

こ

と

を

妨

げ

ず

'0
'
 

.

爹
3 1

书

暴
=

^
_

€
*

_

郝
十
 

+
自

4H
*

K

»

‘

4
.
4
. 

3

 

I

-
-
-
-
-
-
-

，次
に
各
货
物
の
.價
格
は
如
何
な
る
原
因
に

依

6

て、變
動

^

其
變
動
は
物
，價
平
準
の
變
動
と 

如
何
な
る
關
係
を

.有
す
る
か
を
略
述
せ
ん
。

各
貨
物
の
價
格
の
變
動
は
一
般
物
.價
の
變
動
に

對

し
、日
々
の

溫
度
の
變
動
が
一

ヶ
年
間
に 

平
均
溫
度
の
變
動
に
對

し
て
有
す
る

i

同
匕

.

係
を
有
す
。

一
ヶ
年
間
の

平
均
毘
度
於
最
進 

せ
ば
、其
年

.の
全
日
數
三
百
六
十

2,
.*日
中
の
一
鄧
若
し
く
は
全
部
は
必
梦
昂
進
し
允
る
名
の
と 

見
る

ベ
く
ニ
年
間
の
平
均

溫
度
淤

向

.下
せ
ば
、其
年
中
の
幾

.日
か
若
く
し
は
全
日
數
の
溫
度
は 

必
步
向
下
し

^

る
％
の
と
見
る
べ
し
。

之
i

同
滕
に
假
令
平
均
溫
度
に
何
等
の
變
化
無
し
と

す
る
？
三
百
六
十
五
日
中
の
幾
日

^
.
の
溫
度
が

0
M
U
0
の
日
數
の
溫
度
が
降
下
し
允
る
こ 

i

あ
'-o

得
べ
し
。
 

•

I

各
貨
物
の
價
格
名
之
と
同
ヒ
く
一

 

般
物
價
ゐ
上
孺
し
杧
る
と
き
は
、
一
部
：若
し
く
は
全
部
の 

貨
物
の
價

.格
は
必
す
騰
貴
し
、

一

般
物
價
の
下
落
し
杧
る
と
き
令
®
物

'0
一、部
若
し
く
は
全
部 

の
價
格
は
，必
岁
下
落
す
べ
し
。

之
と
同
婶
に

.
一

般
物
價

1C
何
等
の
變
動
な
き
^
て
名
貨
物
の

1

部
の
價

•格
は
騰
貴
し
、他
の
貨
物
の
價
格
は
下
落
す
る

1
1
C
あ

6
,
得
べ
し
。

:而
；：

し
y

 .
1

般
物 

賀
ず
ヒ

^

せ
し
と
き
に
貨
物
全
體
の
價
撕

&
同
比
例
に
騰

..貴
せ

^
、I 

■般
物
價
が

T :
-落
せ
し
と 

き
に
货
物
金
體
の
價
格
奴
同
比
例
に
下
落
す

*る
と
無
く
、一

 

般
物
價
に
何
等
办
變
動
生
せ
次
る 

と
き
或
る
物
慣
は
騰
貴
し
或
る
物
價
は
下

•落
す
る

-t
i

あ
ゐ
は
如
何
な
る
理
由
に
因
る
乎
。
 

0

吾
人
は
先
づ
一
般
物
價
に
變
動
無
き
と
き
の
場
合
ょ

6

研
究
を
始
め
ん
に
二
般
物
價
に
變 

唧
無
き
と
き
、或

る

物
價
は
騰
貴
し
、或
る
物
價
は
下
落
す
る
は
貨
物
の
需
用
供
紛
の
關
係
に
因 

づ
く
？
の
な

6
。
或
る
貨
物
、例
へ
ば
米
穀
の
如
き
は
不
作
の

.爲
め
其
の
供
給
減
少
す
.る
こ
と 

あ

6
。
其
供
給
減
少
の
程
度
に
し
て
甚
だ
し
こ
と
あ
ら
ん

^
米
價
は
俄
然
暴
騰
し
<
米
價
騰 

貴
以

f

に
米
穀
倉
用
者

\於
"
^
穀
買
入
れ
の
爲
め
支
拂
ひ

t

る
代
價
.の
金
額
ょ

6

は
、騰
貴
以
後 

に
支
拂

；

3

 

る
代
價
の
金
額
の

方
多
き

こ
.と
.あ

6

得
ベ

し

。

若
し
果
し

V
:

然
ら
ば
其
米
穀
需 

用
者
が
米
穀
以
外
の
貨
物
を
購
入
す
る
爲
め
に
支
拂
ひ
得
る
金
額
は
減
少
し

"此
種
の
貨
物
に 

對
す
る
需
用
は
芷
比
例
に
減
返
し
、其
の
價
格
は
從
つ
て
低
落
す
る

K

至
る
ベ
し
。
古
來
我
國 

に

於

V

米
價
の

1

貴
す
る
と
き
は
他
の
貨
物
の
價
格
名
騰
貴
す

.る
％
の
な

6 

7
C一
 

般
に
信
，セ
 

ら
れ
届
る
は
多
少
の
根
據
あ
る
己
と
に
て
、米
穀
の
產
出
額
の
減

^

は
貨
物
、S

總
暈
の

'
 
減
少
を

我
國
に
於
け
：》
物
填
騰
貴
の
根
本
：

^

因
は
何
ぞ
や.

2L
一
 
五



我̂

に於け
^

物
價
騰
貴
の
根
本
的
原
證
何
ぞ

’

 

I
 
一'
U、

意
味
す
る

‘ 

g

の
な
れ
ば
、一
般
物
價
は
從
つ
て
商
騰
す
る
：に
至

.

る
な
.
ろ
0

然
れ
ど

I

一
口
入
が

*

 

ff
lf

貴
の
際
に
他
の
物
惯
下
落
す
ベ
し
と
云
へ
る
は
、一
般
物
價

.

.に
，何

等

の

變

動

を

生

せ
^
 

し
と
の
假
定
の
下
に
立
論
せ
る
が
故

' 

な

み

。

U

K

'

次
に
一
般
物
惯
扒
騰
貴
蒞
し
く
《
下
落
し
把
る
と
き
に
、

#

货
物
の

»

格
.於
同
比
例
に
騰
貴 

若
し
く
は
下
落
せ
次
る
理
由
を
究
む
る
に
當

6

て
、貨
物
侧
ょ

6

.

起
/

ジ
*
石
物
質
の
變
動
と
通 

貨
侧
ょ

6

起
.6

允
る
物
價
の
變
動
と
を

.
區
別
す
る
を
要
す
。

M

物
仙
ょ

6

起
6

た
る
一
般
物
惯
の
變
動
と
共
に
各
貨
物

.の

價

格

舣

正

比

列

に

變

動

-̂
含 

t

^

一
&

^

r
fr

の
變
S

.W
K

#

の
生
產
か
若
し

.く
^

其
の

平
均
寶
買
度

數
.に
增
滅
あ 

る
名
の
な
る
ぢ
、各
貨
物
の
生
產
若
し
く
は
其
の

W

買
於
皆
均
し
く
同
比
例
に
て
堺
減
す
る
は 

あ
A
ノ
得
ベ
.
か
ら
さ
る
こ
と
な
る
を
以
て
な

6

0
li
t
-
各
種
貨
物
の
生
產
叉
は
寶
賈
度
數
■の
不
均 

€

な
る
W

減
は
一
般
物
價
を
し
て
變
動
せ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、各
貨
物
の
«
格
を
し
て
變
動 

せ
し
ひ
る
に
至
る
な

A
V
0

.
£
货
仰
ょ
み
起
ぅ
杧
る
一
般
物
價
の
變
動
に
連
れ
て
各
货
物
の
價
^

が
证
此
例
に
變
動
せ 

さ
る
は
通
貨
の
數
量
叉
は
其
の
値
環
の
速
度
に
變
動
生

b
、一 

般

物

價

ぢ

影

輝

を

犮

ぼ

ナ

至
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る
g

左
に
擧
ぐ
る
諸
種
の
事
情

0

爲
あ
、各

.

货
物
は
平
均

.

に
其
影
響
を
蒙
ら
次
る
を
以

<
 

な
6

0
 

(
一
)

法
足
價
格

三

)

必

if
品
と
然
ら
次
る
名
の
と
の
區
別

(

三)

紛
料
反
賃
銀
と
の
關
係

 

•

(

四)

生
産
®
減
の
雛
易

 

•

(

五)

市
況
に
對
す
る
販
寶
人

.及
購
賞
者
の
知
識
の
程
度
：

(

一
1

6
に
通
货
の
數
量
ニ

倍
と
爲

6
、®
の

,«
情
に
■
化
無
き
爲
め
、一
般
物
惯

名

こ
倍
と
爲
ふ 

の
傾
向
を
生
す
る
足

S

稅
、鐵
道
賃
銀
、電
車
賃

の

如

き

一

植

の

法

■£
«
格
は
日
用
品
の
價
格
の 

如
く
、急
に
變

K n
*

る
、
名
の
に
非
次
る
を
以
て
、典
日
用
品
等
の
價
格
は
ニ
倍
■
上
に

上

騰

ず
 

る
の
傾
向
を
有
す
べ
し
。
三

 
'，通

貨

の

激«

し

*

る
際
：に
初
め
は
必
需
品
は
然
ら
.次
る
名
の

i 

6

名
多
く
騰
貴
す
る
の
傾
向
を
葙
し
後
に
は
後
者
の
騰
貴
反
つ
て
前
者
を
凌
ぐ
に
至

.る
べ
し

〔 

(

ごD

給
料
、賃
銀
等
の
調
節
は
遲
々
允
る
％

0

な
る
を

_以

て、生
產
费
の

大
部
分

於

給
料
、賃
銀
よ

6 

來
る
製
造
品
等
の
價
格
は
他
の
貨
物
に
比
較
し
て
騰
貴
の
皮

•

く
“か
る
ベ

U
O 

(

四)

生
產
壻
加 

の
易
き
名
の
名
雛
き
；

P

の
よ

6

は
騰
貴
の
度
低
き
傾
き
と
あ

..る

.ベ

し

。

.

(

五
芡
物
櫝
騰
貴
の

#

我國に於ける

#

^
赏の根本

1

因«柯ぞや
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八

'

13
8

勢
を
知
れ
る
販
寶
者
は
値
上
の
斷
行
に

!*
微
せ

s'
'

る
べ
く
、知
ら

3'
'

る
？
の
 

'は

^

蹲
す

V

 

く
、或 

る
料
定
の
貨
物

(

甲

0
需
用
者

'は
市
況
に
通
ヒ
、他

の

貨
物(

乙

0

需

用

者

は

，市

況

に

通

せ

ずi

せ 

ば
、

(

甲)

の
騰
貴
は

2
)

の
騰
貴
に
及
ば
次
る
べ
し
。

以
上

#

人
は
物
價
變
動
の
法
則
を
略
述
し

^

る
^
是
れ
ょ
グ
進
ん
で
規
令
我
國
に
於
け

る 

物
價
騰
貴
の
原
因
を
究
め
ん
と
欲
す
。

さ
れ
ど
其
原
因
を
硏
究
す
る
以
前
に
先
づ
物
潰
嚅
貴 

の
事
實
を
尋
ね
ん
。.

四
、

我
國
に
於
け
る
物
價
騰
貴
の
事
實

1

般
物
價
の
騰
貴
の
趨
勢
を
究
む
る
に
は
物
價
游
數
表
に
據
る
を
良
策
と
な
せ
ど
、各
®
の 

.

物
價
指
數
な
る

S

の
は
皆
不
完
全
極
ま
る

3

の
に
し
て
、唯
大
體
の
傾
向
を
示
す
に
至

る
と

云 

ひ
得
る
の
み
な

6

0
我
國
に
於

V、

用
ひ
ら
る
る
物
價
猎
數
？
滿
足
な

る

g

の

な
し
と
雄

炎

比 

較
的
正
確
と
看
做
し
得
る
物
價
指
數
を
作
製
す
る
に
は
數
十
の
肋
手
と
數
ヶ
月
乃
至
數
ヶ
年 

の
日
用
を
要
す
る
大
事
業
に
し
て
、到
底
吾
人
の
企
圖
し
能
ふ
所
に
非
次
る
を
以

.て、假

6

に
東 

洋
經

«

r
報
所
載
の
物
價
指
數
を
借
用
し
て
、物
價
騰
貴
の
原
因
の
硏
兖
の
一
助

i

す
べ
し
。
 

同
誌
第
五
百
七
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八
號
所
載
の
物
價
指
數
表
は
左
の
如
し
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ニ
六
、九 

一u

五
•〇 

1

ニ
八
、
三

以
上
合 

成
指
数

ニ
1
、

六 

一
一
五
、
五 

ニ 一  
ニ
、
三 

ニ 
一
ニ
、
八 

一
四0

、

七

1
$

ハ
、
一
一
一

1

六
35
:
、0 

1

六
六
、〇 

I

七
七
.
、
七 

.一
六
九
、五 

1

七
一
、
七 

一
七
五
、九 

1

八
七
、
二 

11〇
11、

〇

 

110

八
、
茧 

U

 
ニ
.

1
、

八 

二 1
0
、

ニ 

ニ
0
七
、
1ー
 

ニ】

二
、六

五
-̂4

九
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货幣制度 
調
^
會
調 

畓

.

1

〇四
1
〇
七

I 

3
1
〇
六 

1
1
1

 

1
1

五 

)

ニ
七 

1

四
五 

一
五1  

1

四
九

II  
ニ

1

o
八 

1
0
九 

ー
〇
1
 

1
0
四 

1
〇
七

1 

5

1
1

九

'一1

八

行
調■

!

社萊
調洋
査新
報

1
0
三 

.一
0
七 

ニ

ニ

.
 

1
1

七 

1
Q
九

以
上
合 

成

指

数

1

〇
〇
、〇

1
〇
ニ
、九

1

0
五
、
七

l
o

r

九

1

0
四
"七

1
1

〇
、
五
"

1 

二 ir

 1

一
三
九
、
四 

1

四
五
'
一
 

1

四
三
'1  

一
一
六
、
三 

一
o
三
、
八 

ー6

四
、
八 

九
七
、1  

1 
0

0

6 

1
0
三
、
八 

ー
〇
八
、
七 

1
V

三
、六 

1

0
五
、八

我
國
に
於
け
る
；

貴
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ



, 

我
f

於
け
る
物
靨
贲
の
根
本
的
腺
因
W
何
ぞ
や 

五
.ー
ー-
 

U

羊

S

示

す

如

く

明

治

六

年

を

基

年

と

，

)
V

針

算

せ

ば

四

十
.‘

11j

年

度

迄

に
_

る

三

十

七
P 

拙
に
於
け
土
般
物
價
の
騰
貴
は
十

i

 
二
分
？

S

治
初
期
に
於
け
る
_

|

み
不 

重
に
し
て
餘

4

1

く

に

f

l

つ

十

年

響

は

不

換

紙

幣

の

，流

通

等

て

不

自

齋
の
物
價
騰
貴
を
见

*

る
を
以
て
、吾
，人
《
紙
幣
兌
換
.開
始
の
翌
年
卽
ち
明
治
ニ

 

+
年
度
を
起 

f

し
て

、f

 

s

f

進
む
べ
し
。

S

の
合
成
指
數
に
據
る
に
此
二
十
年
度
の
指
數
名 

功
百
な
れ
ば
、其
年
ょ

6

四

十

三

年

度

迄

卽

ち

ニ

十

三

年

間

の

物

價

騰

貴

名

亦

+-
一
 

割
ニ
分
强 

な

6 

(

四

4

四
竒
度
の
各
種
の
統
計
に
缺
如
せ
る
點
多
き
を
以
て
、同
年
度
■に
就
き
て
は
充
分 

な
る
研
究
を
遂
ぐ
る
能
は
次
る

I

A

の
研
究
を
遺

®

な
が
ら
四
十
三
年
に
て
止
む
ベ
し
。一

右
の
統
計
に

し

5

算
少
し

4

ば
；物
.價
の
騰
貴
は

頗

る

著

し

き

，

p

の
ぁ

,■る

S

の
原

因

.

は
そ

g

何
ぞ
や
。
是
れ
晋
人
の
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
な

6
。

、 

：

, 

五
、

物
價
騰
貴
の
原
因

前
項
に
示
す
如
く
、

J

の
S

S

S

る
明
治
二
十
年
ょ
ぅ
四

t

三
年

S

る

二

十

三
 

.
年
間
の
物
惯
騰
貴
は
、若
し
前

.揭
の
指
數
表
に
誤
譲
無
し
と
せ
ば
、十

J

獅
ニ
分
強
な
る

I

*
 

し
き
翁
惯
の
騰
貴
は
果
し
て
如
何
な
る
理
由
に

®

づ
く

名

の
な
る

李

。

.
，

il

o

前
數

項

に
名
論
ヒ
杞

る
通物
價の
變爾

»
.
主

i

し
'
<
.
.通
貨
の
數

.量
、通
、貨
の
循
環

.速
’
 

度
、貨
物
の
總
量
及
ぴ
貨
物
の
平

.均
寶

M

度
數

Q
.

中
一
若
し
乂
は

：

數
個
の
變
動

に
起
因
す
る
名 

の
な
る
を
以
て

#

人
は
先
づ
此
四
個
の
.條
件
に
如
何
な
る
變
動
起

6

お
る
や
を
究
め

^

る
ベ 

か
ら
次

•る
免
、奈
何
せ
ん
我
國
の
統
計
は

不
完
全

に
し
て
到
底
滿
足
な
る
硏
究
を
遂
ぐ
る
乙
と 

能
は

^

るな通货の中貨赞紙幣を含む一の流通高

»
大

«

_

の
報

^

に
依

6

て槪數 

を
知

る

こ
と
を
得
る
幣
の
循
環
速
度
は
之
を
正
確
に
知
る
由
な
し
。
其
他
貨
幣
の
代
用 

物
杧
る
當
座
預
金
の
數
量
及
び
其
循
環
、貨
物
の
生
產
高
併
に
其
の
平
均
寶
貿
度
數
等
に
關
す 

る
統
計

-絕
蕪
に
非
ぎ
れ
ば

®

る
不
兜
全
な

.
t
さ
れ
ど
不
完
全
な
が
ら
比
較
的
正
確
と
看
做 

し
得
る
中
央
政
府
の
谷
種
報
告
書
に
載
す
る
統
計
に
據

6

て
_物
價
騰
貴
の
原
因
を
究
め
ん
と 

試
み

^

6
。
以
下
項
を
改
め

.て
其
研
究
の

1

端
を
示

3

ん
。

A

、

通

貨

と

其

の

循

擐

速

度

と

の

增

加

•

玆
に
通
货
と
稱
す
る
は
貨
幣
と
當
座
预
金
に

し

て
、貨
幣
と
は
芷
貨
と
紙
幣
を
含
む
。
罟
人 

の
所
謂
貨
幣
は
明
治
一
一
十
年
ょ

4

四
十
三
年
迄
に
幾
何
の
增
減
ぁ

6

女
る
と
云
ふ
に
、其
増
加 

額

tt
實
に
十
八
割
四
分
に
上
れ

6
。

1

年
の
増
減

Q

S
度
は
左
表
に
就
き

y

知
る
ベ
し

o'

我
國
亿
於
け
る
物
！
^
貴
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
や：

五
ニ：1

:



我
圃
亿
於
け
る
物
憤
騰
貴
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ 

年

次

，’

貨

.

幣

.

，百
分
比
例

ニ

D

ニ 
o
o

、〇
〇
c
r
o
〇
〇
ra】

o
o
、o 

ニ

一
 

1
1
0

七
、0
0
0

、0
〇
〇 

1
〇
三
、
五 

ニ 

1  

一
 

ニ
ニ 
o
、O
O
G

r
〇
o

o

1
】

0
"
0

 

ニ

三

ニ1
三
、0
〇
0
、
〇
〇
0 

j
o
六
、
五 

二

四

ニ1

九
、〇
〇
〇
"
〇
〇
〇 

1
〇
九
、五 

一

五

-

二 

ニ

、0
0
0

0-
0
0 

1
0

五
、
五

一

丄
 $ 

ニ 
三
八
、0
0
0

*
0
0
0 

1
1

九、
五

1

七

ニ
四七
"o
o
o

、o
o

〇

r
l
三
、五 

1

八

ニ

八

ニ

、〇
〇
0
、
〇
0
〇 

1

四
1、0 

一

九

三

o
o

、o
o
o

、o
〇
〇 

1
五
0
、
〇 

1

〇

三
三
〇
、p
o

〇
、
〇
〇
o

1
六
瓦
、o 

一

1  

ニ 
八
五
、
0
O
C
T
O
O
O 

一
四
ニ
、五

五
S

一

年

次

貨

.

幣

、
百分比例
 

一二
 

ニ 

三
三
五
"
o
oc
r
o
o
of 

.

1六
七
、3£ 

三

1
H

三1

八
、o

o
Q
、9
〇
〇 

1五
九
"〇 

三

.

.

.孤

.ーー0
六
、0

0
〇
"
0

0

0、

1
3L
三
"
〇 

三
五
三
ニ
六
、

〇

0

0
、〇
0

0

ー
六
3

、
0

三

六

三

三

,
o

o

o

、
o

o

o

 

H

ハH=
r

五 

三
七

H
八
九
、〇
〇
0
、0
0

〇 

ー
九
四
"
21 

三
八
四
ニ
九
、

o
〇
c
r
o
o〇 

一

一
.1

四
、
五 

三

九

四

七

六

、o
o
o

、〇
o
o 

ニ
三
八
、〇 

四

〇

五
0
八
、0
0
0
、0
0
0 

ニ
五
四
、0 

四

1

五 
o
EV
d

o

o

、
o

o

o 

ニ
3£
1
、五 

四 

二 

五 

ニ

、0
〇
〇
、
0

0

0 

二 
i

、;z
t 

四

三

五

六

九

、0
〇
0
、
〇
0

0 

二
八
四
、五

前
表
に
就
き
て
見
る
に
明
治

廿

年
よ
6

四
十
三
年
迄
の
流
通
货
幣
の
增

加
は
十
八

割
四
分 

U
.

上
れ
る
名
、第
四
項
に
示
す
如
く
同
期
間

U
.

於
け
る
一
般
物
價
の
騰
貴
は
十

一
.

割
ニ
分

J
1 

ば
#

價
の
騰
貴
率
於
貨
幣
の
數
量
潜
加
率
に
及
ば

f
o

る
約
七
割
な

6

0

加
之
吾
人
は
流
通
貨

幣
の
增
加
以

.外
に
貨
幣
循
環
の
速
度
と
、當
座
預
金
額
と
併
に
預
金
#
環
の
速
度
を
加
算
せ
次 

る
べ

4

ら

す
。

さ
れ

ど

不

幸

^
し
て
我
國
に
は

此

種

'の
統
計
に

し

て

.用

ゆ

る

.

.に
足

る

ベ
き
名

143

.の

.非

^

る
を
以
て
、予
は
假

6

に
紙
幣
の
み
の
循
環
速
度
を
以
て
不
究
全
な
が
ち

貨
幣

全
體
の 

盾
澴
速
度
の

パ

ロ
メ
タ
ー
に
擬
し
、小
切
手
交
換
高
を
以

V

當
座
預
金
：額

-1
其
.の
循
環
速
度
の 

一
端
を
知
る

の
一

手
段
と
せ

6
。
 

-
 

左
に

載
す
る
紙
幣
流
通
速
度
は
毎
年
度
の
始
め
に
於
け
る
日
本
銀
行
紙
幣
流
通
高

i

其
年 

中
に
新
牝
に
發
行
せ
る
紙
幣
總
額
と
の
和
を
其
年
度
中
の
平
均
流
通
高
を
以
て

除

し

戈
る

$
 

の
な

6

0
.

.

三ニ * ニ ニ 印

o 九 八 七 六 次

璨紙

三 三 二 三 三 速 幣  

六 四 六 一 〇度循

«— < —  • * » - *
V— # — —* —  . » • ■ -*   ■ I"

五 四 三 ニ ー  次

規紙

九 四 三 ニ  ニ速幣 

五 八 ニ 八 六 度 循

四 ニ ： ご tr：年

o 九 八 七 六 次

頰紙

五 五 六 六 速 幣  

d 五 o 九八度循

四 四 四 年  

三 ニ ー  次

m m

五五五速幣 

m  ニ o度循

右
表
に
示
す
如
く
明
治
二
十
六
年
ょ

A
V
四
十
三
年
迄
に
日
本
銀
行
券
の

.循
壞
速
度
は
約
十 

五
割
の
增
加
を
見
杧
る
名
、此
循
環
速
度
は
財
界

'

U

於
け
る
紙
幣
の
循
環
速
度
に
非
す
し

V
、

日 

本
銀
行
と
財
界
と
の
間
の
循
環
速
度
な
ろ
。

さ
れ
ど
日
本
銀
行
と
財
界
と
の
間
の
.紙
幣
授
受 

の
頗
度
は
財
界

U

於
け
る
紙
幣
糖
環
速
度
の
バ
ロ
メ
タ
ー
と
看
做
す
こ
と
を
得
べ
く
、

^
.
紙
幣 

我
國
亿
於
け
る
物
價
騰
貴
の
銀
本
的
原
因
は
何
ぞ
や

 

五
5
ー



我
國
に
於
け
る
物
露
贲
の
根
本
版
原
因
は
何

I
 

■■

1

猜
環
速
度
は
貨
幣

全
體
の
循
環

の

バ

，
メ
タ

丨
4

做
す
こ
と
を
得
べ
し
。

若
し
果
し
て
■然

•

ら
ば
明
治
二
十
年
臺
及
び
三
十
年
擎
に
贫

幣
の
锴
環
述
；度
は
五

割
を
加
'へ
女
る
名
の

i

云
ひ 

て
差
支
へ

な
か
る
べ
し
。

 

.

次
に
小
切
手
囊
高

S

何

至

.る

s

 

i

K

、神

§

讓

I

富
及
廣
島
の
手
形 

交
換
所
の
手
形
交
換
高
は
左
表
に
示
す
如
く

近
年
著
し
き
增
加
を
來
し
女

/
9
.

ニニ こ ニニ ニニ 年■
九 八 七 六 五 四 三 次

啼
形
交
換
高 

(

單
位
、億
^)

C
T

五

1

、〇\六
ニ
、
1

l.
r

五 

1

二
、六 

.

五
、
五

六 21四 三 ニ ー O 次

、手形交換高 

®

位、億
き七

、a
1

一.、八
一七、ニ

ニ六、一
ニ四、四

一

一

八、九

.

.

證
、九

.

四 四 四 四 三 三 三 年 

ニ ニ  一 o 九 八 七 次

手形交換高

(

漥

、僚圆

)

四1
、

六
 

五五"四
 七

,三
 

七〇>四
 六三、ニ

七II"

五
 

八ニニ

さ
れ
と
此
交
換
高
は
勿
論
手
、形
振
出
高
を
指
す
？
の
に
非
支
し

y
、

單
に
交
換
所

y

於
て
交 

換
せ
ら

1

1

 

n

合
有
し
、且
つ

S

各
地
に
於
て
發
行

^
，る
、
手
管
悉
く
計
上

.
 

せ

f

の
み
な

I

、小
切
手
以
外
に
約
束
手
形

I

手
形
等
の

I

I

 

?
含

.ひ
?
の
な
る

145

を
以
て
、(

小
切
手
は

.約
五
割

)

小
切
手
振
出
高
の
正
確
な
る
バ
ロ

 

メ
タ
ー
と
：看
做
す
こ
と
熊
は

：ざ 

る
5
6

0

然
6

と
雖
名
、右
表
に
示
す
數
字
を
以
て
當
座
預
金
が
如
何
に
貨
幣
の
代
用
品
と

し 

て
廣
く
財
界

U

使
用
^

る
る
に
至
^̂、

®

つ

<

物
價
に
多
大
の
影
響
を
興

.ふ

.
る
に
至

6

し

か
は 

想
像
す
る
に
難
か

.ら
ず
。

‘

さ
は
れ
、若
し
假

6

に
前
表
の
數
字
と
貨
幣
數
量
及
び
其
の
循
環
速
度
と
合
.算
し
て
通
貨
側 

に
於
け
る
變
動
の
多
寡
を
比
較
せ
ん

i

欲
せ
ば
、貨
幣
の
循
環
速
度
の
數
字
を
有
す
る
始
め
て 

の
年
卽
ち
明
治
二
十
六
年
を
起
黠
と
し
、其
變
動
の
趨
勢
の
一
端
を
窺
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。

明
治
二
十
六
年
の
貨
幣
數
量
は

ニ

三
九
、
0

〇
〇
、
o

〇
〇
圓
に
し

y

其
の
循
環
速
度
は
三
な 

6

。
叉
其
年
の
小
切
手
交
換
高
は
一

〇
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
圓

(

手
形
'交
換
高
の
半
額

)

な
6

。

3 

.れ
ば
二
十
六
年
の
貨
物
對

1

貨
使
用
高
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左
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如
し
。

2
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O
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O
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1
0
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o
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次
に
四
十
三
：年
の
通
貨
：

&

用
高
a

同
一
の

ft

算
に
依
れ
ば
左
の

.
如
し
。

,
5
6
9
o
o
o
o
s
f
g
x
5
.
4 

十 4

二 
0
5§
o
o
o
{
v
=
7
,
1
7
7
o
s
o
o
o
r

因
是
£

十
六
年
の
通
貨
使
用
高
を
百

i
せ

ば
、四
十
三
年
の

•通
貨
使
用
高
は
八
百
七
十
三

i

我
剧
に
於
け
る
物
價
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貴
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根
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原
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ぞ
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1

爲
る
若
し
此
职

•字
に
し
て
多
少
の
根
據
あ
る
？
の

.と
し
、ニ
十
年
よ

6

ニ
十
六
年
に
至
る
迄 

左
程
の
變
化
無

S

 

6
し
と
假
.定
し
二
十
年
ょ

6

四
十
ニ
年
迄
の
貨
幣
使
用
高
.の變
動
を
百
に 

藥
づ
る
九

1*
と
.し
貨
物
仰
に
何
等
め
變
動
無
か

A
Vしぢ

：.

の
と
せ
ば
、物
價
洛
亦
二
十
年
に
^
、
サ 

る
百
に
舞
し

.て
、四
十
三
年
に
は
九
百
と
爲
る
べ
か
ろ
し
に
、事
實
は
之
に
反
し
て
、前
項
に
示
す 

，如
く
、ニ
十
年
の
物
價
平
準
を
百

i

せ
ば
、四
十
三
年
の
物
價
平
準
は
二
百

十
二
な

6
。
勿
論
多 

少
の

a

#
は
あ
る
ベ
き
喾
な
れ
ど
、通
貨
側
の
變
動
の
み
ょ

.
6
し
て
推
算
し
杧
る
物
價
指
數
九 

西
に
し
て
事
實
上
の
物
價
指
數
於
僅
か
に
ニ
百
十
こ
な
る
は
物
價
の
變
動
於
到
底
逾
貨
側
の 

變
動
の
み
を
以
て
之
を
說
明
し
能
は

3'
'
る
こ
と
を
證
す
る
％
の
ヮ

^

し
0

七

、

貨

物

の

增

加

物
饭
變
動
の
原
因
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、軍
に
通
貨
、數
量
及
び
其
の
循
環
速
度
の
增
減
.のみ 

な
ら
岁
、貨
物
數
量
併
に
其
の
移
轉
度
數
の
增
減
を
名
研
究
せ
次
る
ベ
か
ら
次
る
は
旣
に
前
數 

項
に
於
て
論

b
允
る
如
く
な
る
炎
明
治
ニ
十
年
奴
降
に
於
て
は
貨
物
め
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轉
度
數
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左
程
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變

化

あ

4

fc
6

i

,

p思

は
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次
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な

6
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如
何
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な
れ
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免
物
移
轉
度
數
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民
ー
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貨 

物
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習
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由
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し

V
、

此
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簽
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知
る
に
由
な
け
れ
ど 

名
、
若
し
明
治
二
十
年
以
後
に

於
て

其
平
均
度
數
に
變
化
な
し
と
假
定
せ
ば
甘

'
^

s
平
均
度
數 

と
四
十
三
年
の
平
均
度
數
の
比
例
は
一
な
る
を

.
以

V
#

人
は
此
平
均
度

icJ
.

滕
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。
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〇
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二
、
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四
四
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碑
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一
、
〇
四
〇
、
〇
〇
〇
頭 

1
>
三
四
〇
"
〇
〇
〇
® 

ニ
ー
八 

馬(

現
在
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1
、

五
二
七
、
0
〇

〇

浈

’

.

1
、

五
三
三
、
〇
〇
o
rl
l
o
o 

合
科
訐 

一
六
五
五
一

右
の
合
訐
數
を
其
品
目

.の
數
三
十
三
を
以

<
除
せ
ば

#3
平
均
卽
ち
明
治
二
十
年
の
貨
物
產 

出
額
を
百
と
し

V

比

#

せ
ば
明
治
四
十
三
年
の
貨
物
產
出
額
は
、五
百
〇

一
に
相
當
す
。
換
言 

す
れ
ば
此

1J1

十
三
種
の
貨
物
を
代
表
品
と
し
て
貨
物
產
出
の
增
減
を
見
る
に
明
治
四
十
三
年 

は
二
十
年
に
比
し
て
四
十
割
の

®

加
な

6
。
然

6

と
雖
名
、此
平
均
數
は
單
記
算
數
平
均
に
依 

6

て

算
出
し

^

る
$

の
な
れ
ば
疋
確
な
る
者
に
非
ざ
る
也
。
•例
へ
ば
米
の
增
加
率
は
僅
か
に 

三
〇
に
し

<
、眞
綿
の

|
?* 0
_

は
八
八
に
及
ベ
ど
省
、眞
綿
は
四
萬
五
千
ニ

百
賞
ょ

.
6
七
萬
五
千 

ニ
百
貫
に
增
し
祀
る
に
业
涂
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に
反
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三
千
八
百
萬
石
ょ

6

五
千
萬
石
に
増
し
^
ゐ
な 

6

0
叉
大
麻
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®
加

率

は

一

一
五
〇
に
し

て
、生
糸
の
增
加
宇
は
僅
か
に
ニ
八
八
な
る
？
生
絲 

の
|貝
格
は
大

«

の
價
格
の
約
ニ
十
倍
な
る
を
以
て
、大
麻
の
増
加
の
價
値
と
生
絲
の
©
加
の
價 

値
と
を

^

日
に
談
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
經
濟
價
値
に
比
例
す
る
平
均
增
顧
率
を
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i
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せ
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、右
表
の

.平
均
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i
f
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か
ら
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〇
〇
.

&

〇
、
七
四 

牛 

』

、六
九
〇
、〇
〇
〇
頭
五
0
、
〇
〇 

馬 

1
、

五
三
〇
、
〇
〇
〇
頭

七

ニ

、
0
0

平合

均 訐

備
考

.
T

)

小
麥
と
大
麥
と
の

〗

平
均
價
格
、
 

座
繰
と
の
平
均
價
格

、

.

ニ 
o 

七
ニ

11  

1

五
0 

八
0 

三

八

八 

二 

四
四】

•

1

.

1
八

八 

四
五
四
一
一
六

o 

四
六 

四
七
四 

九 

三
八
六 

五 

四
四
九
.
 

八
四 

ニ
ー
八

ニ

〇 

5
0

1

五
.六
四
'
 

1.

六
"
五
五1  

五
o1

(

2〕

ーー
 

十
年
の
價
格
、

1
四四
0
.

三
〇
0 

三1

0
四
〇 

八
八
二 

一
八
八 

1

九
一
七
〇
〇
.
 

U
1

八
〇
四 

三
四
七
四

ニ

ニ

！
！
五

1

o
七
五
ニ

1
1
0
0
0 

五

芄

ニ

'

四
ニ 

三
五
三 

(

3)

三
十
年
の
價
格
、

へ
4

¥
械

斯
く
の
如
く
單
記
箅
數

平
均
に

依
れ
ば
、四
十
三
年
の
貨
物
の
數
量
は
五
〇
一
三
十
年
を

1 

〇
と
看
做
す

)

な
ろ
^

加
算
算
數
平
均
を

用
ゆ
れ

ば
、

三
五
三
と
爲
る
な

A
V
O
若

し
此
數
字

ic 

-C
信
を
置
く
に
足
る
？
の
な

6

と
し
、通

貨
侧
1C

.何
等
の

變
動

無
1>
;

'

6
し
と
せ
：ば
、四
十

I】一

年 

の
吻
價
指
數
は

-I

十
年
の
物
價
指
數
を

'
ー
〇
〇
と

'
看
做
す

)

ニ：八
.
欠
る
替
な

6

。
さ
れ
.
ど
.通
貨

我
國
に
於
け
る
物
®

赏
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
や

 

i
.一
一

し o
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我
國
亿
於
け
る
物
填
騰
赏
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
や

.

o
 

o

Tr
三ニ

使
用
高
は
第
六
项
に
示
せ
る
如
く
增
加
し
て

£
‘十
年
の
使
用
高
を

」

0

0
と
せ
ば
、四
十
三

P

の

使
用
广
は
メ
〇
〇
な

6

故

u

九
〇
〇
を
三
五
三
に
て
除
す

れS
、

物
價
指
數

を
.求
め
得
べ

し

。

さ
れ
と
先
づ
此
關
係
を
方
程
式
に
て
示
せ
ば
左
の

如

し

。

(

C
II

通
貨

使

用

高

の

百

分

七 

例

G =

貨
物
數
量
の
百
分
此
例
、

PI
n

物
價
指
數

) 

’
 

o
=
G
P

 

p

l
o

今

各
其
の
記
號
の

代
6
に
數
字
を
用
ゆ
れ
ば

左
の

如

し

。

p
=
_
£
2
l
=
2
.
5
4

I 

,

i

I
ち
二
十
年
の
物
債
指
數
を
一
と
せ
ば
四
十
三
年
の
物
價
指
數
は
.ニ
、五

a
と
爲

6
、二
十

，
,
 

の
物
價

.指
？
 

一
 

S

4

&
、四

士
ニ
年
S

S

數

は

i

四
i

る
？

。
然
る

に
事 

實
上
の
四
十11

一
年
S

S

數
？

一

1

U

ば
其
差
約
四o

?
。

若
し
完
f

る
統
針 

を
用
ゐ
て

計
算
F

S

無
し
i

ば
推
算
上
の
•物
I

f

事
實
上
の
物
價

I

X」

の

間

に

 

何
等
の
着
を
生
す

m

i

非

艺

と
，P

、

現
今
の
事

•情
の
下

y

s

t
正
確
な
る
對

照
は
期
し
難
し
。
前
に
名
云
へ
る
如
く
頗
る
不
完
全
な
る
統
計
を
基
礎

と
し

て
測
算
し
た
る

153

せ
の
な
る
の
み
な
ら
岁
參

«°
上
の
物
價
指
數
其
物
が
旣
に
事
實
に

.遠
き

'名
の
な
る
や

§

測

6 

難
き
な

6
0

3

は
れ
、多
少
の
差
額
を
生
匕
女
る
名
の
の
、本
篇
に
用
ゐ
^
る
物
價
鱗
動
の
硏
究
方
法
に
據 

瀘
に
於
て
推
理
上
の
物
惙
指
數
と
事
實
上
の
物
慣
指
數
と
が
一
致
ず
る
を
見
る
な

6
0
 

吾
人
は
他
日
正
確
な
る
數
字
を
得
杧
る
上
重
ね
て
之
於
硏
究
を
試
む
ぺ

、
し

。

a

、
^
物
騰
貴
の
根
本
的
原
因

經
濟
學
者
の
多
く
は
琪
今
の
物
價
騰
貴
を
以
て
單
に
貨
幣
の

®

'

に̂
基
つ
く
^

^

爲す 

产
？

な
れ
ど
貨
幣

S

加
は
物
價
騰
貴
の
一
原
因

u

f

 

H

前
數
項

s

i
 

b

杧
る
物
價
騰
貴
の
近
因
を
綜
括
せ
ば
左
の
如
し
。

て
貨
幣
於
必
要
以
上
に
增
加
し
允
る
乙
と 

ニ
、貨
蓿
循
環
の
速
度
の
ー
堦
加

.

.

•

三
、小
切
手
使
用
の
項
加

四
、貨
物
產
出
の
增

•加

、

S

 

一
、ニ
、三
の

®

加
に
及
ば

^

6
し
乙
と 

.

.此
四
個
の
近
因
を
再
別
し

V
、

一、一一、三
を
以
て
貨
物
需
用
增
加
の
徵

.候
と
看
做
し
四
、を
以
て 

我
f

於ける物

f

貴の

根本的

原因

I

ぞや

.

. 

蛋

-H



民
は

寧

ろ

消

費

の

方

面

.に

著 

の

生

産

力

の

增

加

率

以

上

我
國
亿
於
け
る
物
f t
騰
賁
の
根
本
的
膝
因
は
何
ぞ
や 

'三 

15
4

貨
物
供
输
の
比
較
的

»

か
6

し
？
の
と
見
る
を
日
ガ
べ
し
。

貨
物
键

.用
の
增
加
は
近
年
我
國
民
の
.經
濟
的
活
動
舣
生
產
ょ 

し
き
に
起
因
す
る
所

.多
く
减
に
左
の
原
因
は
貨
.物
の
需
用
を
國 

に

®

加
せ
し
め
つ

'
つ
ぁ

6
。 

.

1
、

軍
備
の
擄
張 

ニ
、敎

育

の

發

達

/

三
、不
生
産
的
交
通
機
關
の
發
達

(

市
街

電
車
、遊
覽
用

—

道

薆

.

四
不
生
産
的
文
明
利
器
應
用
の
發
達

(

私
宅
，用
電
、燈
瓦
斯
等

)

五
、社
交
の
發
達

六
、奢
傻
の
流
行

堪
備
の
擴
張

S

物

S

用
を
激
増
し
或
る
意
？

於
て

S

"の 

は
玆
に
■
々
す
る
の
要
な
し
、
三

)

敎
盲
の
普
及

ft
至
極
結
構
な
る
こ

不
廉
な

6
。
明
治
十
九
年
の
文
部
省
費
は
百
莴
圓
な

_
6し
奴
、四
十
一
年
に
は
七
百
萬
圓
に
上

k

公
立
學
校
の
諸
費
は
十
九
年
に
八
百
萬
圓
な
♦
し

麵

 

I

浪
费
を
釀
し
つ
つ
あ
る 

と
な
れ
ど
、敎
育
は
甚
だ

155

四 三 年  

5 四次

燈火用
 

燃料用
 

機
關
動
力
用

六
〇
、0
五
ニ
技 

五
、
一
七
八
ロ
 

一
、

五11

六
招
方 

ニ
ニ
七
、
七
五
七
は

 

八
1
、
3三
一
一1»'
|

六
、
八
八
九
货
刀

顼
に

1

せ

6
。
同
期
間
の
人
口
の
增
加
は
僅
か
に

I

割
四
分

.
C
過
ぎ
?
る
に
、敎
育
費
の
谞
加 

は
實
に
七
十
六
割
な

6
。(

三
ニ
槪
に
交
通
機
關
の
發
達
と
云
へ

.ば
歡
迎
す
べ
き
：名
の
の
如
く
、
 

聞
ゆ
る
^
?
市
民
の
生
產
能
ヵ
を
趣
越

せ

る

市
街
鐡
道
の
發
達
は

.徒
ら
に
货
物
の
需
用
を

®

す 

の
み
。

(

四)

近
蹄
我
國

1C
於

V

電
氣
、瓦
斯
事

'業
頗
る
盛
ん
と

〖

爲

6

把
れ
ど
、是
等
が
主
と
し
て
不 

生
產
に
使
用
さ
れ
っ
っ
ぁ
る
は
人
の
知
る
所
に
し
て
"左
に
載
す
る
東
京
系
斯
會
社
の
醤
業
報 

告
の
拔
苹
を
見
て
名
明

&

な

6
。

£

)

我
國
に
て
《
近
來
西
洋
習
憤
の
刺
戟
を
蒙
ろ

'
て
社
交
は
頓
に

11
盛
を

.來
し
つ
つ
あ

•る
&
、
 

社
交
の
惡
方
面
卽
ち
宴
會
の
流
行
は
殊
に
盛
ん
に
し
て
、宴
會
の
流
行
は
貴
重
の
衣
服
、食
料
品 

等
の
廣
用
を
激
壻
せ

6
。(

六)

奢
後
？
近
婶

t

す
く
其
の
度
を
增
し
つ
つ
あ
る
辟
如
し
。
今 

警
視
廳
の
調
査
に
據
ぅ
東
京
府
下
に
於
け
る
諸
.種
の
娛
樂
機
關
營
業
の
成
績
を
見
る
に
何
れ 

名
寒

>
3

に
堪
へ
次
る
名
の
の
み
な

6
。

先
づ
左
に
妓
樓
の
遊
客
藪
人
其
-の
消
輩
金
額
を
示
さ

ん
。 

• 

.
'■,';
;

我
國
に
於
け
浴
物
屢
贵
の
根
本
镱
因
は
何
ぞ
や 

五
.三
五



Il!i
I
(Pi
1
h

5G

-
我
國
亿
於
げ
^ ,
肠

愿

赏

の

根

水

的

原

因

は

.何

ぞ

ゃ

年

次 

避1

客
員
敷

三

0 

1

一、
九
五
七
、〇
七
七 

■
三

一  

ニX

 
ニ
三
、
四
.

一

四 

三
ニ 

三
、
〇
七
七
、九
ニ
七

三

三 

三
、
ニ
五
八
、
一11

九

三

四 

ニ
"
近

〇

八
"
七

七

八 

S

五 

ニ
、1.1ー
四
>
七
一
六

三

六 

•
 

二
、
三
三
五
、
四
三
六

三

七 

ニ
、七
〇
六
、五
ニ
八

三

八 

■
 

二
"
七
九
四
、
七
一
九

三

九 

ニ
、九】

七
、
ニ
六
ニ 

四

〇 

三
、
三
0
八
"
四
〇
六.

四

一

.
 

一
一
、
九

六

九

、
•五

四

八

四

ニ 

.
 

1「

七

八

四

、

」

九
S 

四

三 

11、

九

二

四

、
三
四
ニ

消

費

金

額

三
'1

1

八

"
八

四
三

三
、三
一
九
、
三
八
九 

一二、六
四
四
、
二
五
三

四
、五
四
五
、
ニ 

一
 111  

三
、
西】

九
、
二
四
三

三
、〇
九
ニ
、九
七
五 

一1

九

九

ニ

^

ハ
六
九 

1

一'
四

四

五

"
九

五

〇 

四
"0111

三
"
四
ニ
：1

四
、三
六
四
、
。1

〇

五
、
一
八
五
、
〇
四
八 

四
"
七
八
ニ
、八
三
0 

四
"
五
〇
七
*九
1
〇 

四

、
七

九

三

"
四
八
ニ

五
三
'六

應

客一

入

平 

均

消

费

金

額

1
ニ

七

逬
 

r

一
八
四

一
、
三

九

五 

1
、

三
六
ニ

1

'
一
三
一

1
、
11  

八一 

ー
'
1
七
三 

1
、

三

九
三 

1

、
四

九

六 

1

、
五

六

七 

一
、
六

一

〇 

1

、
六

一

九 

1
、

六

三

九

右
表
に
示
す

如

く

、遊

客

の

數

は

堺

加

せ

•
次

6

し

が

、玆

に

最S

注

意

す

ベ

き

は

、
■
客

一

人
平 

均
梢
費
金
⑩
か
三
十
年
に
於
て
一
圓

0

八
錢
な

6

し
^p

の
四
十
三
年
に
は

一

圓
六
十
三
餐

1C 

上
6

tc
:

る

こ

と

な

み

。

此
增
加
は
物
價
騰
貴
に

起

因

す
る

S

の
な
ろ
と
云
ふ
論
者

あ

ら

ん

な
 

れ
ど
、物
價
の
騰
貴
に
連
れ
て
、十
三
年
間
に
五
割
以
上
の

餘
分

0

散

®

を

爲

し

た

る

こ

と

は
.庥

同
上
百
分
比
例

木
戶
看
容 

ー
藉
看
客 

入

P 

一
〇
〇 

1

〇
〇
.
 

一
0
0 

】

b
四 

1

〇
四 

U

四

の
散
財
心
の
増
加
し
把
る

1

徵
候
と
見
る
こ
と
を
得
べ
し

0

次
に
劇
場
興
業
日
數
及
び
觀

數
は
如
何
。

i!
c0
®0
,

劇
場
興
業

H
數
及
ぴ
觀
容

华
次
 

木戶着容

 

S
看客
 

三
〇

.

】

、二

◦
七、
五七四

 

一
、
ニ
六
ー
ー
コ
七
六 

四

三

二

、一〇八、ニ
三
五

一
、

三一四、七九七

演
劇
の
切
寶
制
度
は
、文
明
式
に
非
次
れ

1

日
劇
場
に
籠
城
す
る
の

要
無
き
點
に
於

y

少 

-
く
と
名
西
洋
式
な
る
に
、其
制
度
を
利
用
す
る
一
幕
觀
客
の
増
加
は
僅

/p
に
'四
.分
な
る
に
？ 

H

5

文
明
式
に
し
て
巒
的
な
る
木
戸
制
度
に
依
る
看
客
は
七
割
四
分
の
増
加
を
見 

o

一
 

慕

«

客
の
消
す
赌
間
は

■僅
か
に
一
，蹄
間
乃
至
ニ
脖
間
に
し
て
、觀
劇
中
飲
食
せ
次
る
を 

日
通
と
爲
す
免
木
戸
觀
客
の
消
す
時
間
は
八
聛
間
乃
至
十
赌
間
に

」

て、
觀
劇
中
飲
食
の
爲
め

V-
-
肖

費
す

る
金

.額
は
木
戸
錢
に
超
過
す
る
を
常
と
す
。
次
に
寄
席
及
び
勸
物
は
邊
何

\

欠

岑

溶

.入
場
人
，員

 

觀
物
場
入

f
"A
員 

合
針

•

パ〇
里

O
U
1

、
l
、
m

ハ
m
、
〇

rノ
〇

公五ニニー
、
一
天
四

S
1
S
-
V

モ

 

四三

〖

四rl、
i

五七三、

I

八
、
5

1

五
、五
七
四
、
1
5八

一
、

四
九
五
、0

七

七

ニ

、

一

六九、
五八三

a
t

我
國
に
设
け
る
物
價
騰
食
の
根
本
據
因
は
何
零

 

五
一f



i

我
國
に
於
け
る
物
©-
騰
貴
の
粮
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ

五
三
八

58

同

上

©

分

比

例

S 5.
s §
i8

• 

.
1 §
1 8
く
 

X

を
"

l

人
場
S

は
百
？

を

f

s

l

物
場

Q

入
場
人

S

1
 

パI

 

"

I f
n

蒙

I

I

せ
し
|

動
寫
眞
の
流
行

.

因
f

の
！

L

i

:

:

_

府

篇

る

1 |
_

_

,

$
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说
f

ンs

欢

譎

風

紀s

f
 

び 

一

て

此

兩

種

の

營

業

は

其

筋

の

取

締

頗

る

巖

重

•な

る

を

以

て

，

I

J
.
せ

妓
屋
1

く
の
外
皆
人
口
の
播
加
率
以
上
.に
僧
加
t
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此
減
少
は
勿
論
風
紀
の
改

.M

を
意る
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r
rh
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4 

s
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.
1
^
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U
I
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と
は
貲
物
の

「

需
用
否
な
浪
费
を
激
增
せ
し
め
把
る
や
必
せ

.
6

以
上
は
單
に
貨
物
需
用
を

*

加
せ
し
め

^

る

原

因

の

一

部
を
擧
げ
允
る
の
み
な
る

^:
我
園 

近
脖
の
風
潮

一

と
し
て
貨
物
消
费
の
增
加
を
促
さ

•
ビ
る
？
の
な
き
が
如
し
。

'
飜
つ
<
貨
物
產 

出

.の
方
面
は
如

.何
と
見
る
に
近
年
產
業
の
發
達

.著
し
く
前
に
名
指
摘
せ
る
如
く
、二
十
年
ょ

6 

四
十
三
年
迄
に
貨
物
の
產
出
額
は
ニ
十
五

‘割
の
增
加
を
見
杧
ろ
。
然
れ
ど
そ
、其
期
間
內
に
軍 

備
の
擴
張
敎
育
の
發
達

.及
祖
税
の
增
徵
な
於

6

し
な
ら
ば
貨
物
の
產
出
一
層

.爾
加
し
^
る
な 

ら
ん
。
明
治
二
十
年
前
に
は
海
軍
々
人
軍
屬
の
總
數
は

一
萬
に
滿
次

6

し
於
、今
や
五
萬
を

# 

ふ
。

陸
軍
々

人

®

屬
の
：數
名
明
治
二
十
年
前
に
は
僅
於
に

.五
萬
內
外
な

6

し
が
、今
は
陸
軍
者 

:u. V

其
統
計
を
發
表
せ
次
る
を
以

V
、

正
確
な
る
數
を
知
る
に
由
な
け
れ
ど
、恐
ら
く
は
三
十
萬 

を
，

少
る
な
ら
ん
。

，卽

ち

二

十

年

前

と
比
較
し
て
今
や
最

^P

生
產

力
を

有

1̂
る
壯
膝
の
裙
子 

が

三
十
萬
人
餘
分
に

不
生
產
事
業
に
從
事
せ
る
な

6
。
又
十
九
年
に
は
各
種
學
校
の
敎
員
は 

八

®

五
千

\

ip
し
て
、學

生

は

ニ

ー
白
九
十
萬
瓦
千
な

6

し
炉
、四
十

一

年
に
は
敎
員
の
數
は
ィ
ブ 

.寓

.と
な

-o.、

學
生
の
數

»

六
百
六
十
ニ
萬
七
千
と
爲
作

6

0
此
期
間
內
に
人
ロ
の
.增
ヵ
は
僅
に 

一
割
四
分
な
る
に
、敎
員
の
增
加
は
八
割
八
分
に
及
ぴ

»

生
の
增
加
は
十
四
割
ニ
.分
に
達
し
把

我
國
亿
於
け
る
物
谓
騰
貴
の
根
本
的
原

.®
は
何
ぞ
や. 

五

一

一

一

九
.
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我
國
に
於
け
る
物
價
騰貴の

.根
本
的
原
®
は
何
？

v

や 

4

^

0 .

i

敎
育
の
發
達
は
贶
す
ベ
き
こ
と
な
れ
ど
、將
來
は
知
ら
岁
、現
今
に
在
ぅ
て
は
、敎
育
の
發
達 

は
其
丈
け
の
生
産
の
減
少
を
意
味
す
る
名
の
な

A

V

0殊
に
近
年
長
足
の
進
步
を
爲
し
杧
る
中 

.€
高
等
の
敎
育
に
於
て
然
る
を
見
る
な

6
。
次
に
日
淸
戰
爭
以
來
實
行

3

れ
★

る
各
種
の
消 

費
桃
の
增
率
は

*

消

#

貨
物
の
價
格
を
騰
貴
せ
し
め

r

從
つ
て
其
貨
物
の

.需
用
高
の

# 0
伽

^ 0
に 

影
響
を
及
ぼ
し
、其
の
生
產
額
の
自
然
增
加
に
妨
害
を
與

.へ
杧
る
は
兹
に
，賛
す

.る
の
要
な
し
。
 

若
し
消
费
稅
の
增
加
に
し
て
僅
少
な

6

し
な
ら
ば
、其
消
費
貨
物
の
生
產

».
ニ
曆
增
加
し
ニ
般 

物
價
の
騰
貴
を
幾
分
か
緩
和
し
杧
る
な
る
べ
し
？
海
關
税
の
引
上
名
消
費
桃
と

0
.一 

の
結
果 

を
生
す
る
名
の
な
れ
ど
、吾
人
の
碑
究
せ
る
期
間
に
は
左
し
杧
る
影
響
を
與
へ
次

6

し
な

4
0

九

、

物

價

騰

貴

^

對

す

る

政

府

の

責

任

、
ぉ

數
r

lc
於
て
論
せ
る
如
く
我
國

r
t於
け
る
物
價
騰
貴
の
原
因
は
貨
物
の
需
电
洪
給
の
下 

調
和
に
在

6
。
歐
米
に
於
け
る
物
價
騰
貴
の
最
大
原
因
は
金
の
增
加
に
因

6

て
其
の
購
買
力 

が
下
落
し
た
る
に
在
る
は
疑
を
容
る

V
餘
地
無
し

'0
:然
れ
ど
名
我
國
は
變
則
の
金
貨
國
に
し 

て
金
は
流
通
せ
次
る
な
ろ
。
若
し
金
流
通
せ
ば
、

^

外
に
於
て
金
の
騰
賈
カ
下
落
す
る
と
.共
に 

我
國
の
賀
易

.は
順
潮

i

爲
ろ
金
は
流
入
し
、從
つ
て
，我
國
に

於

K
?
金
の

K

値

F
落
し
て
、物
慎

161

は
騰
貴
す
る
に
至

-

o

し
な
ら
ん
。

3

れ
ど
政
府
は
海
外
に
正
貨
を
预
け
置
き
、之，に
對
し

V

紙 

幣
の
發
行
を
許
す
を
以
七
、政

.府

«

猶
價
の
騰
貴
を
助
成
し
つ
つ
あ
る
各
の
な

6

と
の
攻
擊
を 

受
け
つ
つ
あ

6
。
果
し
て

.政
府
は
物
價
の
騰
貴
を
！

S

助
し
つ
つ
あ

6

や
。

'

若
し
政
府
於
芷
貨
を
海
外
に
預
け
置
か
岁
し
て
、我
國
に
持
ち
來

6

し
な
ら
ば
、夫
れ
を
海
外 

に
置
き
て
之
に
對
し
て
紙
幣
の
發
行

^

許
す
と
き
と
同
欉
に
物
價
の
騰
貴
を
來
す
べ
し
。
若 

し

叉
之
を
海
外
に
嗇
き
、え
に
對
し
て
紙
幣
の
發
行
を
許

r
o3'
'
る
な
ら

ば
、夫
れ
丈
け
物
價
の
騰 

貴
を
防
止

す
る
こ
と
を
得
る
な
る
べ
し
。

藎
し
紙
幣
の
增
發
は
夫
れ
丈
け
貨
物
の
購
買
を
容 

易
な
ら
し
む
る
？

p

の
な
ぅ
。

海
外
に
正
貨
を
置
き
之
に
對
し
て
紙
幣
を
發
行
せ
し
ひ
る

tt
IE
貨
を
我
國

1C
....挣

ち

來

る

と
 

同

一.

結
果
を
生
ず
る
こ
と
は
有
に
指
摘
す
る
如
く
な
る
、が^

し
此
正
貨
に
し
て
貿
易
の
順
潮 

の
爲
め

‘我
國
に
當
然
流
入
す
ベ
き
正
貨
を
一
槠
便
宜
の
爲
め
海
外
に

ft
き

^

る

S

の
な
ら
ば 

可
な

^

ど
炎
此
正
貨
把
る

.や

公

債

利

子

，支.拂
の

.爲

.め
借

6

入
れ

^

る

S

の
な
る
を
以
て
、政
府 

が
此

JH
貨
に
對
し
て
紙
幣
の
發
行
を
許
す
は
、態
々
借
入
金
を
爲
し
て

'固
の

.通
貨

)

を
膨
脹
し
從 

つV

 

.物
價
を

A

爲
的
に
騰
貴
せ
し
め
つ
つ
あ

.る
と
同
ー
の
失
策
に
階
ゐ

6

つ
' 
つ
.あ
，る
な

6
0
.

我
國
に
於
け
る#

獲̂

貝

の

根

本

的

原

因

は

何

ぞ

ゃ3£
四1

,

,:
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.突
國
に
於
け
る
物
價
騰
貴
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
や

 

五四ーーノ

h
此
以
外
に
物

.價
騰
貴
に
對
す
る
政
府

0

責
任
と

S

看
做
ず
べ
き
名
の
の
重
な
る
？
の
は
左 

の
如
し
。1

、軍
備
の
擴
張
に
依

6

貨
物
の
生
產
を
妨
げ
、其
の

需
用
を
壻
し
杧
る
こ
と

,

1
r

官
學
萬
能
主
義
を

‘實
行
し
て
、小
，數
の
官
立
學
校
の
篇
め
全
國
の
中
學
校
を
擧
つ
て
其

の
豫
備

校
と

爲
し
、數
萬

の
入

學
試
驗
落
第
著

を
‘し
て

不
生

產
的
に

月
日
を
浪
費
せ 

し 

J'Q 

こ

三
、行
政
機
關
の
膨
脹
と
政
#
の
増
加

四
、制
服
を
無
間
に
制
定
獎
勵
若
し
く
は
强
制
し
て
衣
服
の
消
费
の
®
加
し
允
る
こ

i 

,

五
、民
カ

.
に
伴

«

次
る
建
築
物
を
建
て
、若
し
く
は
其
建
築
を
獎
勵
し
杧
る

s
J

と

.

六
、消

養

税

の

過

度

の

增

徵

.

七
、金
利
を
引
下
け
、人
爲
的
に
事
業
の
勃
興
を
促
し
、

j

般
に

.購
買
心
の
發
達
を
助
成
し
、貯 

菩
心
を
減
殺
し
杧
る
乙
と

八
、祭
禮
的
會
合
、宴
會
を
主
催
し
叉
は
之
を
獎
勵
し
、奢
铉
の
風
を
肋
成
し

t

る

^
と

ャ

•
淇
他
政
府
の
處
置
が
貨
物
の
消
費
を
肋
成
し
叉
は
貨
物
生
產
，の
增
加
を
妨
げ
把
る
例
は
數

163

ふ
る
に
遑

‘な
き
也
。
而
し
て
貨
物
消
費
の

.增
加
は
夫
れ
丈
け
の
物
價
の

1
貴
を
意
味
す
る
？ 

の
な

6
0

.

十
、
物
價
騰
貴
防
止
策

金
の
自
然
增
加
に
因
る

物
價
の

騰
貴
は

f

其
騰
貴
に
し

<

急
激
.
な
ら

3'
'
れ

ば
憂
ふ
る
に
足
ら 

次
れ
ど
名
、

^

^
に
於
け
る
目
下
の
物
價
騰
貴
は
借
金
の
爲
め
の
通
貨
の
膨
脹
と

•夫
れ
に
依

，
9
 

て

幾
分
が

助
成

3
れ

fc
る
货
物
消

®

の
增
加
と
、貨
物
產
出
の
比
較
的
に
振
は
次
る
と
に
^
因 

す
る
％
の
な
れ
ば
、物
閬
騰
貴
其
物
の
防
止

.ょ

6
.は
寧
ろ
其
騰
貴
を
來
し
允
る
原
因
を
除
く
こ 

と
を
努
め
次
る

.べ
か
ら
梦
。

因
つ
て
吾
人
は
左
に
出
來
得
る
限

6

.«
眾

に

其

方

法

の

一

端

を

指
摘
し
以

■て
本
篇
を
結
ば
ん
と
欲
す

。

.

：

，
.

一、外
管
利
子
の
支
拂

K

偕
.金
を
以
て
爲
さ
ず
し
て
、經
费
節
減
を
以
つ
て
之
に
充
つ
べ
し
。

ニ
、在
外
正
貨
に
對
し

y

は
紙
幣
を
發
行
す
べ
か
ら
ず

。

'

.

三
、出
來
得
る

限
6

紙
幣
.を

緊
縮
す
べ
し
。

四
、產
業
實
金
調
達
以
外
の
目
的
を
以

•
<外
債
を

.募
集
す
べ
か
ら
ず
。

五
、
政
費
節
減
を
斷
行
す
べ
し
。

我
國
亿
於
け
る
物
羼
貴
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ

 

五
西
三
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我
國
K
於
け
る
物
讓
貴
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ 

五
！
123

六
、金
利
を
引
上
げ
勸
勉
貯
菩
を
獎
勵
す

べ

し

。

七
、產
業
の
發
達
を
助
く
べ
し

。

•

八
、不
急
の

‘事
業
を
延
期
す
べ
し

"

■

九
、日
用
品
の
消
费
稅
若
し
く
は
關
税
を
輕
減
す
ベ
し
。

十
、宫
邊
に

於

け

る

奢
後
的
宴
會
を
廢

し
、質
素
節

儉

の

風
を
馴
致
す
べ
し

.

右

に

擧

ぐ

る

$

の

は

貨

物

の

需

用

i

供
給
と
を
調
和
せ
し
む
る
爲
め
に
政
府
の
採
み
噚
る 

數
策
な

る

於
、其

策
の
數
は
無
限
に
し
て
到
底
其
の
主
な
る
？
の
の
み
だ
$
悉

く

比
處
に
智
摘 

す
る

の
餘

白
を

有
せ
次
れ
ば
、他
日

稿
を
改
め

て
、
之
を

論
ず
る

こ
と

i

し
て
、一

先

づ

筆

を
®
 
く
。
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雜

録

千
八
百
九
十
六
年
以
来
の 

物
價
變
動
の
原
因

增

井

幸

雄

木
篇
は
千
九
西
十
年
十
1
1̂

セ
ン
ト
ル
ィ
ス
に
開
催
せ
る
米
爾
經 

濟
協
會
第
二
十
三
囘
會
議
に
於
け
るFisher, 

L
p
t
l
g
b
l
i
n

兩
敎 

撗
の
木
問
題
に
關
す
る
報
带
及
之
に
恶
さ
て
な
さ
れ
た
る
射
議
の
筆 

錄
に
し
て
bd
u
l
ls-
s-
o
f
 tlie A

m
e
r
i
c
a
n

w
conoiaic 

Association, 

A
p
r
i
l

M
9

1
1

に
黻
す
る
所
な
リ
。『

貨
幣
數
量
說』

に
關
し
て
論
^
 

の
間
に
異
諭
ぁ
る
は
哿
人
の
さ
合
亿
我
國
に
於
て
見
允
る
所
な
る
が 

今
水
篇
を
謂
む
に
及
ん
で
来
國
に
於
て
$
そ
の
然
9
し
を
見
る
、
0- 

下
物
價
騰
货
の
叫
' 
之
が
原
因
及
救
濟
策
に
關
し
て
.諉
渝
の
喰
し
さ 

.咕
に
^=>

參
考
に
资
すベ

さ
8
の
少
な
，

S

ちずと

信
じ
之
を
抄
_

T 

る
こ
と
と
せ
9

0
原
文
大
判
四
十
五
頁
、
比
敝
的
蜇
嬰
な
ら
ざ
る
部 

分
及
三
四
の
附
圖
は
之
を
^
略
せ
リ
。

一
八
九
六
年
以
来
の
物
價

ラ

•
フ

y
 

y

貨
物
の
代
價 

事
實
，1

八
九
〇
.

雜：

錄
'

1

丸
〇
九
年
の
物
價

の
務
動 

物
贋
の
變
動
の
原
因 

1

金

產

額

の

®

加

['
!
)
流

通

せ

る

貨

幣

パ ...— へ— 一 - ' 、

貨 其 金  
幣他

の

金

小銀銀銀合 
切貨货行衆 
手證手國  

.够形手 
形

g

銀
行
準
備
金

~合
衆
國
手
形 

1

の
I

證
券

十銀貨

,3
)

言
■用
i

物
價

ニ
貨
物
生
産
費
の
變
動 

⑴
關税及租税
 

(2
)

勞
銀
、
努
働
組
合
‘

S

農
業
狀
雙
食
物
、®
花
S
 

三

S

占
.業
及
ト
一
フ
ス
ト 

四

1

般

的

奢

後•

五
.四
31
:


